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探
訪
』」
の
解
説
案
内
等
で
活
躍
中
で

す
。「

生
涯
学
習
」
の
理
念
に
は
、「
国
民

一
人
一
人
が
、
自
己
の
人
格
を
磨
き
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
生
涯
に
わ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
、
場
所
に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ

と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
が
図
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
そ
の
成
果
が
適

切
に
評
価
さ
れ
る
社
会
を
目
指
す
取
組

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
参
加
し
た
人
は
26
人
で
、
解

説
員
の
説
明
に
感
心
し
き
り
で
し
た
。

市
民
解
説
員
は
、市
民
カ
レ
ッ
ジ「
入

門
講
座
」
で
人
物
伝
、
考
古
学
、
自
然

史
な
ど
の
科
目
を
受
講
し
、
12
単
位
と

解
説
実
習
を
修
了
し
た
人
た
ち
で
、
教

育
委
会
が
認
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
63
人
が
五
日
市
郷
土
館

や
二
宮
考
古
館
等
で
の
展
示
解
説
の
ほ

か
「
市
民
解
説
員
が
案
内
す
る
『
市
内

「
皆
さ
ん
、
こ
の
秋
川
の
河
原
周
辺

の
地
質
は
、
約
１
５
０
０
万
年
前
に
堆

積
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
地
殻

変
動
に
よ
り
地
層
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
観
察
で
き
ま
す
。」

「
へ
え
！
そ
う
な
ん
で
す
か
。
こ
の

溝
が
地
層
の
境
な
ん
で
す
ね
。」

こ
れ
は
、４
月
21
日
に
行
わ
れ
た「
市

民
解
説
員
が
案
内
す
る
『
市
内
探
訪
』」

で
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。

開
催
ま
で
あ
と
一
年
と
な
っ
た
「
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」。
聖
火
リ
レ
ー

の
日
程
も
決
ま
り
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の

抽
選
発
表
（
第
一
弾
）
も
行
わ
れ
る
な

ど
、日
増
し
に
、大
会
の
機
運
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

今
年
の
『
あ
き
る
野
夏
ま
つ
り
』
で

は
、
流
し
踊
り
の
参
加
者
全
員
で
「
東

京
五
輪
音
頭
‐
２
０
２
０
‐
」
を
踊
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
お

祭
り
で
も
五
輪
音
頭
を
踊
る
予
定
が
あ

り
、
現
在
、
各
団
体
は
一
生
懸
命
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
み
な
ぎ

る
パ
ワ
ー
で
、
大
会
の
気
運
を
更
に
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
勝
敗
や
記
録
を
競
う

だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京

五
輪
音
頭
を
踊
る
こ
と
も
、
実
は
立
派

な
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、「
人
と
人
」「
地
域

と
地
域
」
の
交
流
を
促
進
す
る
力
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
に
、
一
人
一
人
が
ス

ポ
ー
ツ
に
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

仲
間
と
と
も
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
活
動
や
つ
な
が
り
も
活
発

に
な
る
、
そ
ん
な
「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
あ

き
る
野
」
の
実
現
に
向
け
、
皆
さ
ん
、

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

〇
問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係
（
内
線
３
０
１
６
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は
、
学
校
の

施
設
等
を
利
用
し
、
地
域
の
方
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
放

課
後
の
活
動
場
所
を
提
供
す
る
事
業
で

す
。既

に
事
業
を
実
施
し
て
い
る
小
学
校

５
校
（
東
秋
留
・
多
西
・
草
花
・
西
秋

留
・
五
日
市
）
に
加
え
、
本
年
度
か
ら

南
秋
留
小
学
校
で
も
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
新
規
見
守
り
ボ
ラ

図
書
館
で
は
現
在
、
図
書
館
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
、
延
べ
約
１
０
０
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
協
働
で
、
障

が
い
者
サ
ー
ビ
ス
の
対
面
朗
読
や
児
童

サ
ー
ビ
ス
の
お
は
な
し
会
な
ど
、
多
種

多
様
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
図
書
館
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し

ま
す
。

【
障
が
い
者
支
援
関
係
】

・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
音
工
房
ひ
び

き
」

・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
え

く
ぼ
」

・
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
エ
コ
ー
」

・
点
字
サ
ー
ク
ル
「
ま
ど
」

・
布
の
絵
本
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぽ

け
っ
と
」

【
子
ど
も
読
書
推
進
関
係
】

・
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
絵
本

と
お
は
な
し
の
会
・
あ
き
る
野
」

・
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
子
育
て
支
援
関
係
】

・
わ
ら
べ
う
た
サ
ー
ク
ル

・
わ
ら
べ
う
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
図
書
館
事
業
支
援
関
係
】

・
書
架
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
本
の
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
、

参
加
し
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
は
、

図
書
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〇
問
合
せ

・
図
書
館
中
央
図
書
館
係
（
☎
５
５
８

・
１
１
０
８
）

・
図
書
館
東
部
図
書
館
エ
ル
係
（
☎
５

５
０・５
９
５
９
）

・
図
書
館
五
日
市
図
書
館
係
（
☎
５
９

５・
０
２
３
６
）

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

話
を
聞
い
て
く
れ
る
大
人
を
求
め
て
い

ま
す
。
安
心
・
安
全
に
見
守
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
手
芸
、
将
棋
、
ご
自
身

の
得
意
な
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ

る
方
の
ご
協
力
を
、
ぜ
ひ
と
も
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
活
動
日　
毎
週
水
曜
日　
放
課
後
か

ら
午
後
４
時
ま
で
（
一
部
午
後
４
時

半
ま
で
）

※
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

▽
活
動
内
容　

子
ど
も
た
ち
は
、
放
課
後
の
自
由
な

時
間
を
、
小
学
校
の
校
庭
や
体
育
館

な
ど
で
、
自
分
が
や
り
た
い
遊
び
や

宿
題
な
ど
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
や
学
び
の
手
助
け
を
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
地
域
の
大
人
と
の
関

わ
り
も
深
ま
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
申
込
み
・
問
合
せ　
生
涯
学
習
推
進

課
生
涯
学
習
係
（
内
線
３
０
１
４
）

五
日
市
郷
土
館
で
は
、
歴
史・生
活・

自
然
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
に
、
五
日
市

憲
法
草
案
関
係
資
料
や
日
本
で
初
め
て

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章
を
受
賞
し
た
萩

原
タ
ケ
ゆ
か
り
の
品
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
、
古
生
代

か
ら
新
生
代
の
地
層
が
あ
り
、
こ
れ
ら

か
ら
発
見
さ
れ
た
化
石
も
数
多
く
展
示

し
て
い
ま
す
。

特
に
、
約
１
５
０
０
万
年
前
に
生
息

し
て
い
た
カ
バ
の
よ
う
な
哺
乳
動
物

「
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア
」
の
上
じ
ょ
う

顎が
く

骨こ
つ（

レ
プ
リ
カ
を
展
示
）（
写
真
下
）は
、

ほ
ぼ
、
完
全
な
形
で
出
土
し
て
お
り
、

世
界
的
に
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
敷
地
内
に
は
市
の
指
定

有
形
文
化
財
で
あ
る
旧
市
倉
家
住
宅

（
写
真
上
）
も
あ
り
、建
物
の
中
に
入
っ

て
自
由
に
見
学
が
で
き
ま
す
。

二
宮
考
古
館
で
は
、
市
内
の
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
土
器
や
石
器
を
中
心
に

約
１
５
０
点
の
考
古
遺
物
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
は
、
本
物
の
土

器
や
石
器
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

「
さ
わ
れ
る
土
曜
日
」、
文
化
財
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

の
ま
が
玉
づ
く
り
、
ア
ン
ギ
ン
づ
く
り

や
土
器
図
鑑
づ
く
り
な
ど
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

〇
問
合
せ　
生
涯
学
習
推
進
課
文
化
財

係
（
内
線
３
０
１
３
）

図
書
館
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介

五
日
市
郷
土
館
・
二
宮
考
古
館
　

市
内
の
歴
史
を
学
ぶ
な
ら

放
課
後
子
ど
も
教
室

・・・
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
・・・

ス
ポ
ー
ツ
の
力
っ
て
凄
い

ス
ポ
ー
ツ
の
力
っ
て
凄
い！

学びを生かして
・・・・・市民解説員の活動・・・・・

問合せ　生涯学習推進課公民館係
　　　　☎５５９－１２２１

HPはこちらから

旧市倉家住宅

二宮考古館館内

パレオパラドキシア」の上顎骨


